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（開示事項の経過）当社連結子会社における新たな事業の開始に関するお知らせ 

 

 当社は、2025 年６月 16 日開催の取締役会において、連結子会社のファンタスティックフォー第１号

合同会社（以下、「ファンタスティックフォー第１号」といいます。）2025 年２月 14 日に「当社連結子

会社における新たな事業の開始に関するお知らせ」にて公表いたしました、系統用蓄電所に関する事業

において、Second Foundation Japan 合同会社（本社：東京都千代田区、職務執行者 南 満穂、以下

「SFJ」といいます。）とアグリゲーションを目的とした蓄電池運用業務等委託契約を締結することを決

議いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．本提携の目的 

 当社グループは、グループ経営方針として新たな事業の柱を増やしていくことを方針の一つとしてお

り、2024 年５月 10 日に新たな事業として再生可能エネルギー事業への参入を決議し、翌月 6 月より太

陽光発電事業のコンサルティング事業を開始しております。さらに、2025 年２月 14 日に公表しました

とおり、ファンタスティックフォー第１号において、系統用蓄電所に関する事業を開始いたしました。 

2050 年のカーボンニュートラル実現に向けて再生可能エネルギーの導入拡大を図るうえで、季節や天

候によって変動する発電量に対応する調整力の確保や、電力需要が少ない時間帯で発生する余剰電力を

有効活用することが課題となっている中で、これらの課題を解決するために、系統用蓄電池を活用し、

電力系統に直接接続することで市場を通じた調整力や供給力の提供が可能となる系統用蓄電所の需要が

高まっております。 

株式会社矢野経済研究所の調査によると、2024 年の電力系統関連の定置用蓄電池（ESS）世界市場規

模で、メーカー出荷容量ベースで 93,185MWh に達しています。これは、カーボンニュートラル実現に向

けた各国の支援制度強化や、電気料金高騰による自家発電・自家消費需要の増加、再生可能エネルギー

発電コストの低下による売電利益改善などを背景に、大幅な成長を遂げたことを示しており、2023 年の

市場規模は前年比151.7％の141,323MWhに達すると予測され、2032年の電力系統関連定置用蓄電池（ESS）

世界出荷容量は 682GWh と予測されています。カーボンニュートラル実現に向けた再エネ発電設備増加

を背景に、電力需給安定化のための電力系統関連の定置用蓄電池（ESS）導入が更に加速化する見通しと

なっています。 

そのような中で、当社グループはお悩み解決型企業として「美と健康」、「生活における癒しの分野」

で化粧品やアロマ関連製品の販売を行っていますが、地球環境においても、当社グループは皆様の暮ら

しや次の世代において、暮らしをよりよいものとするため、事業の展開を促進していきます。 

  



２．アグリゲーター契約の内容 

系統用蓄電所においては、株式会社オークモントより 2025 年２月 14 日付で系統用蓄電所の接続権を

譲受し、この接続権をもとに電力のアグリゲーター（電力を使用する需要家と電力会社または小売電気

事業者（PPS）の間に立ち、電力の需要と供給のバランスコントロールや、各需要家のエネルギーリソー

スの最大限の活用に取り組む事業者で「特定卸供給事業者」ともいいます。）との契約が現在の当社グル

ープには必要条件となります。ファンタスティックフォーが開発した系統用蓄電所の電力を売買するた

め、アグリゲーターとして海外・国内共に実績（※1）のあるＳｅｃｏｎｄ Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎ Ｊ

ａｐａｎ合同会社（以下、「SFJ」といいます。）（※2）に、電力を使用する需要家と電力会社の間で仲介

するアグリゲーターとしての業務を行っていただく目的として蓄電池運用業務等委託契約を締結するこ

とといたしました。 

 

※1 ヨーロッパでの小売りの契約電力は過去に最大で約 400 万 kW程度に達した供給実績がありま

す。また、国内では 2020 年度の「特別高圧・高圧電力販売」分野においては、みなし小売電気事業者

を除いた市場全体の約５％を占める実績を有しております。 

※2  Second Foundation Japan 合同会社は、国内の太陽光発電において約２GWの需給調整業務

（電力の需要と供給のバランスをリアルタイムで保つ業務）と 2030 年までに約２GW のアグリゲーショ

ン業務（分散型電源（太陽光発電、蓄電池など）や需要家側のリソースを束ねて、一つの大規模な電源

のように活用する事業）を計画している Second Foundation a.s.（チェコ共和国プラハ、創業者：

Vojtěch Kačena、Jaromír Šatánek、Petr Poštulka）が日本における電力取引事業の推進を目的として

100％出資し設立した％子会社です。 

 

今回の SFJ との契約により当社グループにおける蓄電池事業をスタートすることが可能となります。

今後、 当社グループは、2025 年３月より年間 24 か所（蓄電池容量 192MW）の蓄電所の開発を計画して

まいります。 

 

＜参照＞ 

今後の開発目標 

開発エリア 北海道、東北、東京、中部、北陸、関西、中国、四国、九州 

開発目標 年間 24 ヶ所 

蓄電池の出力と容量 2,000kW／8,000kWh 

 

３．相手先の概要 



（１） 名 称 Second Foundation Japan 合同会社 

（２） 所 在 地 〒102-0083 東京都千代田区麹町 4-3-29 VORT 紀尾井坂 8階 

（３） 代表者の役職・氏名 職務執行者 南 満穂 

（４） 事 業 内 容 電力小売事業 

（５） 資 本 金 １百万円 

（６） 設 立 年 月 日 2023年５月 

（７） 大株主及び持株比率 Second Foundation a.s.（チェコ共和国プラハ）： 100%  

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 間 の 関 係 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況 
該当事項はありません。 

※当該会社の最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態は、相手先の要望により非開示とさせてい

ただきます。 

 

４．日 程 

（１） 取 締 役 会 決 議 日 2025年６月 16 日 

（２） 契 約 締 結 日 2025年６月 16 日（予定） 

 

５．今後の見通し 

 本件による当社の今期の連結業績への影響は現在精査中です。確定次第速やかにお知らせいたします。 

（参考）当期連結業績予想（2025 年５月 14日公表分） 

 
連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 

親会社株主に帰属

する当期純利益 

当期連結業績予想 

（2025年９月期） 
2,647 ９ ▲７ ▲９ 

前期連結実績 

（2024年９月期） 
2,257 ▲126 ▲129 ▲273 

   

以 上 

 


